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メガドライブ、セガサターンに続き、最終作であるドリームキャスト編です。
ドリキャスは家庭用ハードとして初めて、インターネットモデムを標準搭載
しました。老若男女がスマホを持ち、難しい設定をしなくてもネットが見れ
る現在とは違い、当時は家でインターネットが見れる人は少数派という状況
でした。敷居の高いインターネット機能をライトユーザーにどうやってアピー
ルするか、この時期のパンフレットにはセガの苦悩が現れています。 
ドリキャス登場によりインターネットは急速に家庭に浸透していき、、、、
というわけではないですが、宣伝媒体は紙媒体からインターネットへ急速に
移行していきます。気軽に体験版がダウンロードできたり、プロモーション
ビデオを見れるようになるのはもう少し後の話になりますが、低コストかつ
リアルタイムに情報が発信できるのは各メーカーにとってメリットが大きく、
次第に紙のパンフレットからの移行が始まっていきます。 
そんな当時のことを思いつつ、見ていただけたら幸いです。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セガ和辞典出版局 

WAT 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

前書き
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セガは、倒れたままなのか？　1998/5/21掲載　新聞広告 
新ハード発売前日に、新聞各紙に掲載された全面広告です。死屍累々の兵士たちの写真と
「セガは、倒れたままなのか？」という衝撃的なキャッチコピーと共に、明日の広告へ続
く形となっています。 
セガは、と書いてありますが、プレステにシェア争いで敗れたサターンのことを指してお
り、まだサードパーティがソフトを提供している中で、セガ自身が「サターンが倒れた＝
負けた」と公言したことは賛否両論ありました。 

パンフレットではありませんが、ドリームキャストの宣伝戦略を語る上で
欠かすことが出来ないため、紹介します。自分の家で購読していた東京新
聞には掲載されなかったので、誰かにもらった記憶があります。
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逆襲へ、Dreamcast　1998/5/22掲載　新聞広告 
衝撃的なサターンの敗北宣言の翌日に掲載された、新ハードであるドリームキャストを発
表する内容です。兵士たちが立ち上がり、「逆襲」という言葉を使い新ハードでのシェア
奪還を宣言しています。 

湯川専務のテレビCMもそうですが、日本人の判官贔屓の気質を狙った広
告宣伝であったのかな、と思います。 
ちなみにドリームキャストという名前ですが、当時セガが運営していたパ
ソコン通信「TERA-NET（テラネット）」で噂になっていたのは「ド
リーム」という名前でした。インターネット普及前のこの時期にメーカー
の発表が事前に漏れることはほとんど無く、出所もよく分からないリー
ク情報にみんなで興奮したのを覚えています。
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Dの食卓2 World’s premium show　1998/5/23発行 
B4 4ページ構成。「Dの食卓2 World’s Premium show」で配布されたものです。表面
は白を貴重に主人公ローラのイラスト、裏面には「次世代」をイメージしたと思われる
地球の衛星写真や遺伝子二重らせんなどがデザインされています。 
イベントスタッフの名前を記載するあたりがいかにも飯野氏らしいです。 

ドリキャスの発表翌日に開催されたDの食卓2製作発表会で配布されたパ
ンフです。東京国際フォーラムで5000人×2回公演＆全国4箇所に中継
会場を設けるなど、大規模な発表会でした。セガがこのイベントに合わせ
る形で前日にドリキャスを発表したとも言われています。
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Dの食卓2は元々3DOの後継ハード「3DO M２（Panasonic M2）」
用に開発されていましたが、M2の発売中止によりドリキャス用に作り直
されました。M2版の映像はYouTubeなどを探せば出てきますが、舞台
は雪山ではなく、ストーリーも含めほぼ作り直しとなったようです。

舞台となる雪山の映像をバックに、ストーリや飯野氏のコメントを掲載しています。発
売日が1998年冬と記載されていますが、実際は1999年12月に発売されています。
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先着5,000名と書かれており、この時点では1回公演の予定だったよう
です。来場プレゼントのローラ人形をまだ持っている人も多いのでは。

セガパートナーズ会員向けに送られた発表会のお知らせです。 
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あつめてゴジラ 怪獣大集合　1998/7/30　周辺機器 
2ページ構成。ドリキャスの発売に先駆けて発売された、ビジュアルメモリ搭載型のゲー
ムです。ゴジラジェネレーションズとの連動要素も、これがドリキャスの周辺機器である
こともこのパンフでは一切触れられておらず、単にゴジラを題材にしたLCDゲームとして
扱われています。 

ミニゲームをプレインストールした限定カラーのビジュアルメモリは, 
これ以外にも「ジャイアントチャンネル」（全日本プロレス２ジャイアン
トグラムと連動）や、「あそんでキッド DCDC」（超発明BOYカニパ
ンと連動）などが発売されました。
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ソニックアドベンチャー（セガ）　1998/8/22発行 
B4 4ページ構成。同年8月22日に東京国際フォーラムで開催されたソニックアドベン
チャーの制作発表会で配布されたものです。表面はデザインを一新したソニックを中心に
主要キャラクターが配置されています。

このパンフと、Tシャツがおみやげだった記憶があります。本作からソニッ
クのデザインが一新。足が長くなり、目に緑が入るようになりました。
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裏面は黒バックに、ドリキャスロゴ、タイトルロゴです。

’98年末となっており、この時点でロンチには間に合わなそうな雰囲気だっ
たようです。
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見開きの左ページです。「６つのアクション」「６人のキャラクター」と、キャラクター
ごとにアクション、ストーリーが異なることを紹介しています。

パンフのサイズが大きいので分割して紹介します。見開きのところには
「6Stories!」「6Characters!」「6Actions!」と書かれています。
キャラクター切り替えは過去のソニックシリーズでもありましたが、ストー
リーまでそれぞれ変えるのは本作が初めてとなります。
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見開きの右ページです。
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ドリームキャストマガジン号外　1998/10発行　 
14ページ構成。新創刊となるドリームキャストマガジンの宣伝用に配布された同誌号外
扱いのパンフレットです。裏面はDの食卓2の広告になっています。 

ドリキャスの発表会で紹介された、デモ画像の画面写真が掲載されています。内容はセガ
サターンマガジンの記事の再掲載です。

入交社長の顔を使った、ドリキャスの機能紹介デモはインパクトがありま
した。他にも塔と街のCG、Dの食卓2のデモも行われました。
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雑誌からの再掲載ということもあり、かなり詳細に解説されています。他社ハードとの比
較写真などは雑誌記事ならではです。 

コントローラー、ビジュアルメモリにそれぞれ1ページが割かれています。ここでも他社
コントローラーや、ポケットステーション、たまごっちとの比較写真が掲載されています。

コントローラーの拡張スロットが2箇所あることについてホリがコメント
していますが、結局セガ以外からこのスロット向けの周辺機器は出ません
でした。
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1998年8月22日に行われた、ソニックアドベンチャーの発表会を6ページにわたってし
紹介しています。こちらもセガサターンマガジンからの転載です。 

会場で配布、販売されたグッズの紹介や、インターネットライブ中継について書かれてい
ます。

今では当たり前のインターネットライブ中継ですが当時は珍しいものでし
た。通信速度も遅く、音声はそこそこ聞けるものの画面はコマ送りレベル。
それでも当時は画期的なことでした。
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せがた三四郎の登場やライブの様子、来場者アンケートなどが紹介されています。入交社
長へのインタビューを見るに、この時点で既にハードの発売日延期が危ぶまれていること
が分かります。 

私も当然？この発表会に行きました。中さんが緊張でガチガチに緊張しな
がら喋っていたのをよく覚えています。おはスタの視聴者を招待するなど、
歴代セガハードでは出来なかった子供ユーザーの取り込む意気込みを感じ
ます。
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ドリームキャスト　1998/11/27　ハードウェア 
縦長サイズ見開き4ページ構成。「すべては11月20日、みんなのものになる。」という
キャッチコピーが書かれていますが、発売日は1週間延期し11月27日となります。

「グラフィック・サウンド」「WindowsCE」「ビジュアルメモリ」「ネット対戦」と
４カテゴリーで構成されています。この時点ではまだ同梱コントローラー数やビジュア
ルメモリを同梱するかどうか決まっていなかったようで、未定と記載されています。

発売後は「ゲームだけでなくインターネットとEメールも出来る」とアピー
ルするようになりましたが、この時点でのネットワーク機能はあくまで
「ネット対戦」と「チャット」という紹介になっています。
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ドリームキャスト　1998/11/27　ハードウェア 
2ページ構成。発売日が延期後の「１９９８．１１．２７」の記載になっているので、発
売延期を発表した同年9月22日以降に配布されたものと思われます。縦長版のパンフでは
ゲーム画面が掲載されていませんでしたが、今回は本体同時発売を目指していたと思われ
る4タイトルの画面が掲載されています（実際に本体の発売に間に合ったのはバーチャファ
イター3tbのみ） 

発表当時からクローズアップされていたWindowsCE対応。本体前面に
もロゴがあることから「WindowsCE搭載のゲーム機」という報道もさ
れましたが、実際は「ドリキャス向けにカスタマイズされたWindowsCE
も使える」というレベル。起動画面のセガロゴと共にWindowsCEと表
示されるものが対応タイトルですが、自分はセガラリー２、ワールドネ
バーランドくらいしか知りません。 
本体にWindowsCEが入っているわけではなく、GD-ROMに入ってい
るWindowsCEを起動時に読み込む形を取っています。
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ドリームキャスト　1998/11/27　ハードウェア 
片面１ページ構成。ハードの機能やゲームについては一切書かれておらず、本体のパンフ
に添付することを想定した予約キャンペーンのパンフになっています。「湯川専務を男に
してください。」という一文がインパクトがあります。

CMの大量投入により、一躍時の人になった湯川専務。元々は親会社CSK
創業時に入社し、大川功氏がセガ会長に就任した時に一緒にセガに出向し
てきました。企画段階では入交昭一郎社長社長がCMに出演する予定だっ
たようですが本人が固辞したため、ロボピッチャなどでCM出演経験があっ
た湯川専務に白羽の矢が立ったということです。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%A5%E4%BA%A4%E6%98%AD%E4%B8%80%E9%83%8E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%A5%E4%BA%A4%E6%98%AD%E4%B8%80%E9%83%8E
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ドリームキャスト　1998/11/27　ハードウェア 
６ページ構成。表面は本体とディスクという構成。ディスクに世界地図が写り込んでいる
のはインターネットで世界中と繋がるということを表していると思われます。裏面では本
体スペック、周辺機器の紹介という定番の内容です。 

テレビと本体、コントローラー、ビジュアルメモリという構成です。右上にはメインCPU
であるSH-4、グラフィックチップのPowerVR、サウンドチップのスーパーインテリジェ
ントサウンドプロセッサの画像があります。 

SH-4は日立製作所開発のCPUで、サターンで使われていたSH-2の後
継品です。128bitCPUとも報道されましたが、一部機能で32bit処理
を4本並列で行えるというのが発端で、実際は32bitのCPUです。


